
アドバンス・ケア・プランニング （ACP） 

「もしものとき」について話し合おう 

決めなくていいから 

いっぱい話をしよう！ 

誰でも、いつでも、 

いのちに関わる大きな病気やけがをする可能性があります。 

いのちの危険が迫った状態になると、4人のうち3人が、 

これからの医療やケアなどを自分で決めたり 

望みを人に伝えたりすることができなくなるといわれています。 

人生会議（アドバンス・ケア・プランニング）とは？ 

 「もしものとき」に備えて、あなたの大切にしていることや、

どこでどのような医療やケアを望んでいるか等について、 

自分自身で考え、あなたの信頼する人たちと話し合い共有

することを「人生会議（アドバンス・ケア・プランニング）」と 

いいます。 

 これらの話し合いは、もしものときに、あなたの信頼する人

が、あなたの代わりに医療やケアについて難しい決断をする

場合に重要な助けとなります。 

 人生会議について聞きたいことや相談したいこと、 

また、このリーフレットについて等のお問い合わせは 

奈良市在宅医療・介護連携支援センター 

（ TEL ０７４２－３３－５２４４ ）までご連絡ください。 
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      奈良市福祉政策課、奈良市在宅医療・介護連携支援センター 



大切なことについて 

考えてみましょう 

信頼できる人は誰か 

考えてみましょう 

書いてみましょう 
話し合いましょう 

伝えましょう 

何度でも、 

繰り返し考え、 

話し合いましょう。 

いつ、だれと、どのように話し合うの？ 

どんなことを考えたらいいのかな？ 

◆あなたにとって大切なことはどんなことですか？ 

  例）家族といること、仕事を続けること、長生きすること、趣味を続けることなど 

もしものとき・・・ 

◆詳しい経過や余命など、具体的な情報を知りたいですか？ 

◆最期のとき、「こんな医療やケアを受けたいな」 

  「こんな状況や思いはいやだな」ということはどんなことですか？ 

◆医療やケアをどこで受けたいですか？ 

◆あなたの代わりに医療やケアについて話し合う信頼できる人は 

  どなたですか？ 

なにに書いてみる？ 

◆奈良市では、「わたしの未来ノート～おもいをあなたに伝えたい～」 

  を作成し、ご希望の方全員に、無料で配布しています。 

 【配布窓口】奈良市役所、各地域包括支援センター等 

  奈良市ホームページからもダウンロードできます。 

◆お持ちのノートや手帳でも結構です。 

◆「いつから」ということはありません。年齢や健康状態にかかわらず、まずは家族や親しい人と話してみましょう。 

◆現在の体のこと、病気のことなど、未来のことも含めて、かかりつけ医に聞いてみましょう。 

◆医師、歯科医師、薬剤師、看護師、ケアマネジャー、社会福祉士、相談員、介護職員など、あなたの応援団は 

  たくさんいます。 自分の思いや考えを伝えましょう。 

◆あなたと家族や信頼できる人、医療・介護関係者と話し合ってみましょう。結論が出なくてもいいのです。 

  お互いの意見を尊重し話し合う過程が大切です。 

 


